
広野町教育委員会

広野町教育目標

○ 夢や希望を抱き未来をたくましく生き抜く幅広い見識と創造性の育成

・ 確かな学力と自ら学ぶ意欲や態度を育みます
・ 人への思いやりの心とふるさとへの愛着を育みます
・ 生涯にわたり健康で安全に生活する力を育みます



幼小接続のねらい
「幼稚園と小・中学校が、義務教育修了時における『めざす児童生徒の姿』を共有し、一

貫性のある教育目標を定め、広野町教育目標の具現化をめざす」という広野町教育ビジョン
の趣旨に基づき、広野幼稚園・広野小学校では、幼児期と児童期を接続し、発達段階に応じ
た系統的な教育を進めることで、子どもが「生き抜く力」を確実に習得するために必要な「学
びに向かう力」を育成します。

【広野町教育ビジョン】

接続を意識した取組の実践

実践１

○幼児・児童の交流

異年齢での交流により、「コミュニケーション能力」の向上
をめざします。また、幼児には、「小学校への憧れ」を芽生え
させ、児童には、「自尊感情」を育みます。

【小学1年生の幼稚園訪問】 【小学5年生の幼稚園訪問】

接続を意識した取組



実践２

○教職員の交流

小学校に入学した子どもについて指導をつなぐために、小学
校低学年の授業参観と協議会を実施し、子ども一人ひとりの個
性や発達課題、指導経験について共有します。

接続を意識した取組の実践

【小学校低学年の授業参観】 【幼小連携協議会】

接続を意識した取組

実践３

○保護者・地域との連携

園・学校と保護者・地域が協働し、子ども達がのびのびと育
ち、未来を切り拓く力を身につけることができる教育環境づく
りをめざします。

接続を意識した取組の実践

【地域の方との花いっぱい運動】 【特別養護老人ホーム花ぶさ苑訪問】

接続を意識した取組



英語教育

国際社会に対応できる人材を育成するため、幼稚園・小学校においても、ＡＬＴ（語学指
導助手）を派遣し、一貫した英語教育を実施します。

○実施回数・時間数 （目標）
幼稚園 ３～５歳児：各３５回 （英語あそびを通じ異文化の存在を知り英語に興味を持たせます）
小学校 １～２年：各１２ｈ （身近な外国語に触れさせ興味・関心を高めます）

３～４年：各２０ｈ （外国文化を学び慣れ親しませます）
５～６年：各３５ｈ （コミュニケーション能力の素地と意欲を育てます）"

【幼稚園での英語あそび】 【小学校での英語あそび】

広野幼小接続カリキュラム

小学校に入学した子どもが、幼稚園での遊びや生活を通した「学び」と「育ち」を基礎と
して、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくことができるよう、幼稚園
・小学校の教職員が、互いの教育方法の違いや就学前・就学後の子どもの姿を共有しながら、
教育活動を進めます。

幼児期 学びの芽生え
●楽しいことや好きなことに集中すること

を通して、様々なことを学んでいく。

●遊びを中心として、頭も心も体も動かし

て様々な対象と直接関わりながら、総合

的に学んでいく。

●日常生活の中で、様々な言葉や非言語に

よるコミュニケーションによって他者と

関わり合う。

児童期 自覚的な学び
●学ぶことについての意識があり、集中す

る時間とそうでない時間（休憩の時間等）

の区別が付き、自分の課題の解決に向け

て、計画的に学んでいく。

●各教科等の学習内容について授業を通し

て学んでいく。

●主に授業の中で、話したり聞いたり、読

んだり書いたり、一緒に活動したりする

ことで他者と関わり合う。

幼児教育
●５領域（健康、人間関係、環境、言葉、

表現）を総合的に学んでいく教育課程等

●子供の生活リズムに合わせた１日の流れ

●身の回りの「人・もの・こと」が教材

●総合的に学んでいくために工夫された環

境の構成 など

小学校教育
●各教科等の学習内容を系統的に学ぶ教育

課程

●時間割に沿った１日の流れ

●教科書が主たる教材

●系統的に学ぶために工夫された学習環境

など
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＜参考：スタートカリキュラム スタートブック（文部科学省・国立教育政策研究所）＞


